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「課題」の機能は、他人のスライドを見たり編集したりすることがで
きない。この機能を使う目的は、主に以下の４点ある。
・トラブルを防止する
・各自が自分の学びに集中する。
・グループの友と取り組むには、画面を見たり、見せたりする必要が
あることで、学び合いの機会となる。
・発表の場面で、スライドを見せながら発表する必要があり、話す生
徒・聞く生徒の両方が顔を上げ、直接的な関わり合いをねらう

Canvaを用いた発表資料作成と発表

①テンプレートとなるスライドを作成する。スライドは「北陸の農業」「北陸の工業」「中央高地の農業」「中央
高地の工業」「東海の農業」「東海の工業」の６枚と、説明のスライド・まとめのポイント。
②教師が作ったスライドを「課題」の機能を使って一人ひとりの生徒に割り当てる。
③生徒は取り組みたいテーマについて調べ、わかったことをスライドにまとめる。
④グループで画面を見せ合いながら発表し合い、振り返り（プリント）に学んだことをまとめる。

A生のまとめ。中央高地の農業について、
インターネットや教科書を使って調べてま
とめ、終わると次に北陸の農業について調
べ始めた。地図には、中央高地で生産が盛
んな果物のイラストや新潟県のブランド米
の写真を載せて発表に備えた。

作成したテンプレート

・色分けをすることで、準備や発表のと
きに判別できる。（北陸：ピンク、中央高
地：黄緑、東海：水色・農業：緑、工
業：黄）

・スライドを６枚にすることで、まとめ
が早く進む生徒は4枚、ゆっくりな生徒は
１枚など各生徒のペースで学べるように
した。

最終ページに取り組みの順序と、まとめ
のポイントを載せることで、生徒がいつ
でも確認でき、意識しながら取り組むこ
とができるようにした

白地図に書き込む欄や、グラフや写真などの資料を載せる欄を
設けることで、インターネットや教科書の「コピペ」だけでは
まとめが完成しないようにした



ロイロノートを使った中部地方の県　ランキング予想

県名に色をつけることで、生徒が他生徒との
共通点と相違点を確認しやすくする。

直観的でわかりやすい操作である、ドラッグ
アンドドロップによって、カードを移動しや
すい。ゲーム感覚で取り組むことができる。

机間巡視で生徒の予想の傾向をつかみ、「1位はど
こにした？」などと質問しながら、１つずつ発表
していくことで、ワクワク感とドキドキ感を演出
できる。
県ごとに色が異なることで、自分の予想と正解を
見比べやすい。

①テンプレートとなるカード（テキスト）を作成し、ランキングを予想させるテーマと、１位から９位までを書
き込み、ペンを使って線を引く。9県名を書き込んだカードを追加する。
②「送る」で生徒に送る。
③生徒は1位から9位までを予想し、ドラッグアンドドロップで県名のカードを移動させる。
④グループで画面を見せ合いながら意見交換をする。他生徒の意見を取り入れて予想を変更する。
⑤教師がスクリーン移しながら正解を発表する。

テンプレート 生徒の予想の例

正解発表の場面
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Padletを使って科学の進歩と人権について意見を交わす

①教師が掲示板を作成。フォーマットを「列」、投稿の作成者（投稿した生徒の氏名）を表示する設定にする。設定

で審査を「手動」にする。生徒の考えを可視化するための色分けの例を示す。セクションにテーマを書き込む。

②生徒にリンクを共有する。

③生徒がテーマについて考えたことを記入して投稿する。

④一定の時間が経過したところで、教師が生徒の投稿を一斉にすべて承認する。

⑤全員の投稿を見ながらグループで議論する。

⑥新たなセクションに次のテーマを書き込み、③～⑤を繰り返す。

③生徒の投稿がある程度集まってきたら、す

べての投稿を承認し、お互いの意見が見える

状態にし、グループで意見交換をする。

④教師が次のテーマをセクションに追加し、

追加されたテーマについて生徒が投稿する。

（テーマの数繰り返す）

色分けの例を教師が一番左に投稿しておくこ
とで、生徒が確実に色分けするようにする。

設定のコンテンツからから、審査

を「手動」に設定する。審査され

るまでは手元もタブレットには自

分の意見だけが表示される。投稿

が早い生徒の意見に左右されず、

じっくり自分の意見を考えて表現

するための手だてである。

承認された生徒の投稿が
順番に全員の画面に表示
される。

教師の事前の準備
授業のタイトル

話し合いのテーマ

テーマを１つずつ追加する。

「使う」を青、「使わな
い」を赤と色を分けて投
稿すると、自分と同じ考
え、異なる考えを瞬時に
判断できる。生徒は考え
を比べてみたい生徒の投
稿を見つけやすい。
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Canvaを使って資料から読み取れることを出し合う

①Canvaでホワイトボードのページをつくる。生徒に考えさせたい資料（画像）を貼り付ける。
②「共有」で「リンクを知っている全員」を選択、さらに「コメント可」の状態にしてからリンクを共有する。
③生徒がホワイトボードに集まり、課題に取り組む。資料をクリックしてコメントのボタンでコメントを書いて
投稿する。
④友の投稿を見ながら資料を読み取ったり、自分の投稿と比べたりして考えを深める。
⑤コメントを見ながら生徒に発言を促し、資料の読み取りを確認する。

①資料をクリック

「ホワイトボード」は、枠がなく、資料やテキストを貼

り付けやすく、自由に使うことができる。

教師の準備

生徒のコメントは投稿すると

すぐに表示され、リアルタイ

ムで意見交換ができる。

「コメント可」で共有すると、テキストの編

集、テキストと資料などの移動ができないた

め、トラブルを防止することができる。

生徒の操作 ②コメントをクリック

③読み取れることを書き込む

④投稿をクリック
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Canvaのホワイトボードを使って憲法９条について情報収集

したことを参考に議論し、全体で考えを共有する。
①Canvaのホワイトボードで下のようなテンプレートを作成し、班の数複製し、左上に班の番号をつける。
②「共有」で「編集可」の状態にして生徒に共有する。生徒は自分の班のページで学習に取り組む。
③「憲法第９条を改正するべき」「憲法第９条を改正するべきではない」のそれぞれの理由を、班員で協力して教科
書やインターネットなどを使って調べて付箋に書き出す。付箋1枚にわかったことを１つ書き込むように指示する。
④付箋の内容を参考にして、自分の考えをテキストボックスにまとめる。
⑤「共有」の設定を「閲覧可」に変更する。
⑤グループで議論する。
⑥他のグループの考えを見る時間を設ける。
⑦「共有」の設定を「編集可」にする。
⑧グループでの議論や、他グループの意見を参考にして、最終的な自分の意見をまとめる。
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準備したテンプレート 班を表す数字

授業のテーマや話し合いのテーマ
生徒に編集や移動をさせたくない
テキストなどは「ロック」をする
ことでトラブルを防止する。

生徒が説明を見ながら学習に取り組める
ようにする。

授業の様子

CANVAの付箋の機能は、生徒が書き込むと指
名が自動で左下に表示される。

色を分けることで「賛成」「反対」を区別しや
すくする

付箋は、教師が用意したものをクリックして「＋」ま
たは複製のボタンを押すことで簡単に増やせる。感覚
的に取り組むことができる。
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全生徒が共通のページにおける同時編集機能を利用することで、他グループの意見をいつでも確認すること
ができる。
Canvaでは画面の下の方にページのサムネイルが表示されるため、色分けをしておくと、サムネイルでも
「改正するべき」と「改正するべきではない」のどちらが多いかやグループによる傾向などが把握できる。

「改正するべき」（黄色）と「改正す
るべきではない」（青）を色を分ける
ことで、考えが変わったか、変わらな
いかを生徒も教師も把握しやすい。

短文や、1つの事柄を書き込むのには
付箋が向いている。
長文を書き込むのにはテキストボック
スが向いている。

同時編集の機能は、様々なト
ラブルが生じやすい。他人の
テキストを書き換える、ペー
ジを削除するなど、故意でな
くてもトラブルはつきもので
ある。Canvaのエデュケーシ
ョン版では、「ファイル」の中
の「バージョン履歴」で、ペ
ージの操作の履歴を確認する
ことができ、復元もできる。
（左の画像は例）



Canvaのホワイトボードを使って「かつて公害が起きた都市の

イメージを良くする方法」をグループで考え、発表する。

①　前頁５と同様の手順で教師が元のページを作成する。１ページは生徒が取り組む課題について説明を載せ、２ペ
ージ以降にグループごとの作業用のページを作る。共有で「表示可」に設定して共有する
②　１ページを見ながら課題を説明する。
③　設定を「編集可」にする。
④　（ステップ１）付箋にアイデアを個人で出す。
⑤　（ステップ２）グループリーダーの司会で、出し合ったアイデアを参考にして発表の原稿を作る。
⑥　（ステップ３）１班から順に全体発表する。
（⑦　各グループの発表に対して感想や疑問などをコメントし合う）

課題の内容を生徒がいつでも見ら
れる状態にすることで生徒にわか
りやすくし、いつでも確認できる
ようにする。教師が説明する場面
では、生徒がシートを操作できな
い「表示可」にすることで、聞く
ことに集中させる。

教師の準備（１ページ）

生徒が付箋を複製すると、
シートが雑然としてしまう
ため、教師があらかじめ付
箋を８枚（１人あたり２枚
ずつ）用意する。生徒が付
箋に書き込みをすると、左
下に書き込んだ生徒の氏名
が表示される。

教師の準備（グループのシートのテンプレート）
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生徒は、教科書を見たりイ
ンターネットで調べたりし
てアイデアを出した。
リーダーの生徒はできるだ
け全員の意見を取り入れよ
うと話し合いを進め、２人
ずつのペアになって上と下
のシートに書き込むことに
なった。

同様の使い方で近畿地方
の単元で、「老朽化したニ
ュータウンを活性化する
作戦を考えて発表しよう」
の授業では、各グループ
が発表した後に、発表に
対するコメントを出し合
う時間をとった。生徒は
良いところやさらにこう
したらよいという改善案
を書き出し合った。

１班が取り組んだシート


